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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成22年6月17日(2010.6.17)

【公開番号】特開2008-276461(P2008-276461A)
【公開日】平成20年11月13日(2008.11.13)
【年通号数】公開・登録公報2008-045
【出願番号】特願2007-118525(P2007-118525)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  13/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｌ  12/58     (2006.01)
   Ｈ０４Ｍ   3/42     (2006.01)
   Ｈ０４Ｍ  11/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  13/00    ６５０Ｂ
   Ｇ０６Ｆ  13/00    ６１０Ｄ
   Ｈ０４Ｌ  12/58    １００Ｆ
   Ｈ０４Ｍ   3/42    　　　Ａ
   Ｈ０４Ｍ  11/00    ３０２　

【手続補正書】
【提出日】平成22年4月26日(2010.4.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークを通じて他の端末装置との間で、ユーザから指示されたメッセージの送受
信を行うことが可能なメッセンジャー機能を有する複数の端末装置と、
　夫々の前記端末装置におけるユーザの現在の状態を示す状態情報を当該ユーザ毎に管理
し、少なくとも、前記ユーザの現在の状態の変更を検知したとき、当該ユーザの変更後の
状態を示す状態情報を前記他のユーザの端末装置に送信する状態情報送信手段と、電子メ
ールアドレスを前記ユーザ毎に判別可能に記憶する記憶手段と、を有するサーバ装置と、
　を備えるメッセージ送受信システムであって、
　前記端末装置は、
　前記サーバ装置から送信されてきた前記状態情報を受信する状態情報受信手段と、
　前記状態情報が電子メールの受付対象とする特定の状態を示す他の前記端末装置のユー
ザに対してメッセージを送信する場合には、当該メッセージを前記サーバ装置に送信する
メッセージ送信手段と、
　を備え、
　前記サーバ装置は、
　前記端末装置から送信されてきた前記メッセージを受信したとき、当該受信したメッセ
ージに基づき電子メールを生成し、当該電子メールを、当該他の端末装置のユーザの電子
メールアドレス宛てに送信する電子メール送信手段を備えることを特徴とするメッセージ
送受信システム。
【請求項２】
　請求項１に記載のメッセージ送受信システムにおいて、
　前記サーバ装置は、前記ネットワークを介して接続された前記端末装置から当該端末装
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置のユーザが有する電子メールアドレスを取得し、当該取得した電子メールアドレスを当
該ユーザの電子メールアドレスとして前記記憶手段に記憶することを特徴とするメッセー
ジ送受信システム。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のメッセージ送受信システムにおいて、
　前記他の端末装置のユーザの電子メールアドレス宛てに送信された電子メールは、メー
ルサーバを介して当該ユーザが所持する移動通信端末により取得されることを特徴とする
メッセージ送受信システム。
【請求項４】
　ネットワークを通じて他の端末装置との間で、ユーザから指示されたメッセージの送受
信を行うことが可能なメッセンジャー機能を有する複数の端末装置夫々におけるユーザの
現在の状態を示す状態情報を当該ユーザ毎に管理し、少なくとも、前記ユーザの現在の状
態の変更を検知したとき、当該ユーザの変更後の状態を示す状態情報を前記他のユーザの
端末装置に送信する状態情報送信手段を備えたサーバ装置において、
　電子メールアドレスを前記ユーザ毎に判別可能に記憶する記憶手段と、
　前記端末装置から送信されてきた前記メッセージを受信したとき、当該受信したメッセ
ージに基づき電子メールを生成し、当該電子メールを、当該他の端末装置のユーザの電子
メールアドレス宛てに送信する電子メール送信手段と、
　を備えることを特徴とするサーバ装置。
【請求項５】
　請求項４に記載のサーバ装置において、
　当該サーバ装置は、第１のサーバ装置と第２のサーバ装置とにより構成され、当該第１
のサーバ装置と当該第２のサーバ装置とはネットワークを介して接続されており、
　前記第１のサーバ装置は、前記状態情報送信手段を備え、
　前記第２のサーバ装置は、前記記憶手段と、前記電子メール送信手段を備えることを特
徴とするサーバ装置。
【請求項６】
　請求項５に記載のサーバ装置において、
　前記第２のサーバ装置は、前記他の端末装置のユーザが有する機器から前記電子メール
に対して返信された電子メールを受信した場合には、当該電子メールを保存すると共に、
当該電子メールを受信したことを示す電子メール受信情報を前記第１のサーバ装置に送信
し、
　前記第１のサーバ装置は、前記第２のサーバ装置からの前記電子メール受信情報を受信
した場合には、当該電子メール受信情報を前記メッセージ送信元の端末装置に対して送信
し、
　前記端末装置は、前記第１のサーバ装置からの前記電子メール受信情報を受信した場合
には、前記第２のサーバ装置に対してメッセージの要求を示す情報を送信し、
　前記第２のサーバ装置は、前記端末装置からの前記メッセージの要求を示す情報を受信
した場合には、前記保存した電子メールに基づきメッセージを生成し、当該メッセージを
端末装置に送信することを特徴とするサーバ装置。
【請求項７】
　請求項４乃至６の何れか一項に記載のサーバ装置において、
　当該サーバ装置は、前記ネットワークを介して接続された前記端末装置から当該端末装
置のユーザが有する電子メールアドレスを取得し、当該取得した電子メールアドレスを当
該ユーザの電子メールアドレスとして前記記憶手段に記憶することを特徴とするサーバ装
置。
【請求項８】
　請求項４乃至７の何れか一項に記載のサーバ装置において、
　前記他の端末装置のユーザの電子メールアドレス宛てに送信された電子メールは、メー
ルサーバを介して当該ユーザが所持する移動通信端末により取得されることを特徴とする
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サーバ装置。
【請求項９】
　請求項４乃至８の何れか一項に記載のサーバ装置として機能させることを特徴とするサ
ーバ処理プログラム。
【請求項１０】
　ネットワークを通じて他の端末装置との間で、ユーザから指示されたメッセージの送受
信を行うことが可能なメッセンジャー機能を有する複数の端末装置夫々におけるユーザの
現在の状態を示す状態情報を当該ユーザ毎に管理し、少なくとも、前記ユーザの現在の状
態の変更を検知したとき、当該ユーザの変更後の状態を示す状態情報を前記他のユーザの
端末装置に送信するサーバ装置における情報提供方法であって、
　電子メールアドレスを前記ユーザ毎に判別可能に記憶し、
　前記端末装置から送信されてきた前記メッセージを受信したとき、当該受信したメッセ
ージに基づき電子メールを生成し、当該電子メールを、当該他の端末装置のユーザの電子
メールアドレス宛てに送信することを特徴とする情報提供方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、ネットワークを通じて他の端末
装置との間で、ユーザから指示されたメッセージの送受信を行うことが可能なメッセンジ
ャー機能を有する複数の端末装置と、夫々の前記端末装置におけるユーザの現在の状態を
示す状態情報を当該ユーザ毎に管理し、少なくとも、前記ユーザの現在の状態の変更を検
知したとき、当該ユーザの変更後の状態を示す状態情報を前記他のユーザの端末装置に送
信する状態情報送信手段と、を有するサーバ装置と、を備えるメッセージ送受信システム
であって、前記端末装置は、前記サーバ装置から送信されてきた前記状態情報を受信する
状態情報受信手段と、前記状態情報が電子メールの受付対象とする特定の状態を示す他の
前記端末装置のユーザに対してメッセージを送信する場合には、当該メッセージを前記サ
ーバ装置に送信するメッセージ送信手段と、を備え、前記サーバ装置は、前記端末装置か
ら送信されてきた前記メッセージを受信したとき、当該受信したメッセージに基づき電子
メールを生成し、当該電子メールを、当該他の端末装置のユーザの電子メールアドレス宛
てに送信する電子メール送信手段を備えることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　この発明によれば、サーバ装置は、電子メールアドレスをユーザ毎に判別可能に記憶し
ておき、端末装置から送信されてきたメッセージを受信したとき、当該受信したメッセー
ジに基づき電子メールを生成し、当該電子メールを、他の端末装置のユーザの電子メール
アドレス宛てに送信するように構成したので、端末装置のユーザは、相手のユーザが特定
の状態（例えば、ユーザがメッセージの入力指示を行うことが困難又は不可能な状態とし
て、「オフライン」、「取り込み中」、「退席中」、「チャット困難」、及び「席を外し
ています」等の状態）であっても、電子メールを利用したメッセージの交換により対話を
行うことができる。
　また、請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のメッセージ送受信システムにおいて
、前記サーバ装置は、前記ネットワークを介して接続された前記端末装置から当該端末装
置のユーザが有する電子メールアドレスを取得し、当該取得した電子メールアドレスを当
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該ユーザの電子メールアドレスとして前記記憶手段に記憶することを特徴とする。この発
明によれば、端末装置のユーザは、相手のユーザ（他の端末装置のユーザ）が、相手のユ
ーザの電子メールアドレスを知らない場合であっても、電子メールを利用したメッセージ
の交換により対話を行うことができる。
　また、請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載のメッセージ送受信システムに
おいて、前記他の端末装置のユーザの電子メールアドレス宛てに送信された電子メールは
、メールサーバを介して当該ユーザが所持する移動通信端末により取得されることを特徴
とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　請求項４に記載の発明は、ネットワークを通じて他の端末装置との間で、ユーザから指
示されたメッセージの送受信を行うことが可能なメッセンジャー機能を有する複数の端末
装置夫々におけるユーザの現在の状態を示す状態情報を当該ユーザ毎に管理し、少なくと
も、前記ユーザの現在の状態の変更を検知したとき、当該ユーザの変更後の状態を示す状
態情報を前記他のユーザの端末装置に送信する状態情報送信手段を備えたサーバ装置にお
いて、電子メールアドレスを前記ユーザ毎に判別可能に記憶する記憶手段と、前記端末装
置から送信されてきた前記メッセージを受信したとき、当該受信したメッセージに基づき
電子メールを生成し、当該電子メールを、当該他の端末装置のユーザの電子メールアドレ
ス宛てに送信する電子メール送信手段と、を備えることを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　請求項５に記載の発明は、請求項４に記載のサーバ装置において、当該サーバ装置は、
第１のサーバ装置と第２のサーバ装置とにより構成され、当該第１のサーバ装置と当該第
２のサーバ装置とはネットワークを介して接続されており、前記第１のサーバ装置は、前
記状態情報送信手段を備え、前記第２のサーバ装置は、前記記憶手段と、前記電子メール
送信手段を備えることを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項６に記載の発明は、請求項５に記載のサーバ装置において、前記第２のサーバ装
置は、前記他の端末装置のユーザが有する機器から前記電子メールに対して返信された電
子メールを受信した場合には、当該電子メールを保存すると共に、当該電子メールを受信
したことを示す電子メール受信情報を前記第１のサーバ装置に送信し、前記第１のサーバ
装置は、前記第２のサーバ装置からの前記電子メール受信情報を受信した場合には、当該
電子メール受信情報を前記メッセージ送信元の端末装置に対して送信し、前記端末装置は
、前記第１のサーバ装置からの前記電子メール受信情報を受信した場合には、前記第２の
サーバ装置に対してメッセージの要求を示す情報を送信し、前記第２のサーバ装置は、前
記端末装置からの前記メッセージの要求を示す情報を受信した場合には、前記保存した電
子メールに基づきメッセージを生成し、当該メッセージを端末装置に送信することを特徴
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とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　この発明によれば、端末装置は、上記携帯メールで返信されたメッセージを迅速に第２
のサーバ装置から取得することができる。
　また、請求項７に記載の発明は、請求項４乃至６の何れか一項に記載のサーバ装置にお
いて、当該サーバ装置は、前記ネットワークを介して接続された前記端末装置から当該端
末装置のユーザが有する電子メールアドレスを取得し、当該取得した電子メールアドレス
を当該ユーザの電子メールアドレスとして前記記憶手段に記憶することを特徴とする。ま
た、請求項８に記載の発明は、請求項４乃至７の何れか一項に記載のサーバ装置において
、前記他の端末装置のユーザの電子メールアドレス宛てに送信された電子メールは、メー
ルサーバを介して当該ユーザが所持する移動通信端末により取得されることを特徴とする
。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　請求項９に記載の発明は、請求項４乃至８の何れか一項に記載のサーバ装置として機能
させることを特徴とする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　請求項１０に記載の発明は、ネットワークを通じて他の端末装置との間で、ユーザから
指示されたメッセージの送受信を行うことが可能なメッセンジャー機能を有する複数の端
末装置夫々におけるユーザの現在の状態を示す状態情報を当該ユーザ毎に管理し、少なく
とも、前記ユーザの現在の状態の変更を検知したとき、当該ユーザの変更後の状態を示す
状態情報を前記他のユーザの端末装置に送信するサーバ装置における情報提供方法であっ
て、電子メールアドレスを前記ユーザ毎に判別可能に記憶し、前記端末装置から送信され
てきた前記メッセージを受信したとき、当該受信したメッセージに基づき電子メールを生
成し、当該電子メールを、当該他の端末装置のユーザの電子メールアドレス宛てに送信す
ることを特徴とする。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明によれば、サーバ装置は、電子メールアドレスをユーザ毎に判別可能に記憶して
おき、端末装置から送信されてきたメッセージを受信したとき、当該受信したメッセージ
に基づき電子メールを生成し、当該電子メールを、他の端末装置のユーザの電子メールア
ドレス宛てに送信するように構成したので、端末装置のユーザは、相手のユーザ（他の端
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末装置のユーザ）が、例えばメッセージの交換を行うことが困難な状態にあっても、電子
メールを利用したメッセージの交換により対話を行うことができる。
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